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Thispaperaimsatoutliningthehistoryofmodern

IndonesianBl】ddhism intwoparts. Thefirstpart,
whichcoverstheperiodupto1952,dealswithfour

groupsorindividualsthatwereinstrumentalinthe

BuddhistrevivalinJava:theTheosophicalSociety;

theInternationalBuddhistMission,Thaton,Burma;

theVen.NaradaTherafromCeylon;andaperana-

hanwriter,KweeTekHoay. Thesecondpartex-

aminestheshiftofleadershipafterthedeath ofKI

T.H.in1952.Underthedynamicle･adershipof

theYen.AshinJinarakkhita,therevivedBuddhist

religionburgeonedtosuchanextentthatabh'朋Au

∫anghawasestablishedtoproducenativemonksand
nOVICeS.

Ther)OliticalclimateoftheRepublicafterthe9.30

は じ め に

20世紀に入 ってか らインドネシア各地に広

まった南方上座部仏教の歴史は,これまでほ

とんど研究者の注意をひかなかった ｡1)現在,

インドネシア共和国 の仏教徒数は,2)1975年

の統計で も109万人に達 しており (表1,2,3

参照), 政治的理由により最近の数字は公表

*京都大学東南アジア研究センター;TheCenter
forSoutheastAsianStudies,KyotoUniverslty

1)インドネシアの現代仏教についての簡単な紹介
はBakker[1976]に求められる｡わが国では前

田志学氏が,早くも1976年に,現地調査に基づ

く論考 [前田 19761を発表して問題点の所在を
明らかにした｡筆者のインドネシア仏教-の関

心はこの前田論文によって触発されたものであ

る｡記して感謝の意を表したい｡

Coupcompelledthe∫ndonesianBuddhiststosearch

fora"TuhanYangMahaEsa"withintheirreli-

gion,Whichisoften considered "godless." The

Ven.AshinJinarakkhitasuccessfullyovercamethe

difficultybyreferringtothe"AdiBuddha"foundin

anoldJavaneseBuddhisttreatiseastantamountto

"theOneGod." This,IIOWeVer,eventuallycaused

aschism,SincetheconservativeTheravadin feltthe
accomodationhereticalandtriedtoもndasolution

withintheframeworkoftheorthodoxy. Laterthe

unltyOftheBuddhistminoritiesintheIslamicRe-

publicwasrestored,whenthetwofactionsagreed

in 】∋ogor,in May,1979,torespecteachother's

interpretationsoftheHTuhanYangMahaEsaH

bvconsideringthem"oneandthesameinessence."

されていないものの, 一説には,200万人あ

るいは 300万人を越えるともいわれている｡

蓑1 インドネシア共和国宗教別人口統計

(出典 :Statz'51ihhdone∫ia1975に基づき作成)
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表 2 島喚別仏教徒人口
(出典 :Stazi∫tikIndone∫ia1975に基づき作成)

島 醜 名 Z仏幣数間門
Jawa&Madura i 604,030
Sumatera l 423,940
Bali&NusatenggaraI 25,394
Sulawesi

Kalimantan

Maluku良IrianJaya

24,471

14,254

225

対人口百
分蛙(%)
0.79

2.04

0.38

0.29

吉:3.021t o.:2.≡

合 計 il,092,3141ilOO･00tO･92

かりに低 く見積って 200万人とみても,その

数は,仏教国ラオスの 178万人 (1978年国連

統計に基づ く推計)を上回っており,その動

向は上座部仏教の比較研究上,無視できない

存在となっている｡

筆者は,1978年と79年の 2度にわたり,京

大東南アジア研究センター連絡事務所管理の

ため通算 3カ月間, ジャカル タに滞在 した

が,その間にインドネシア上座部仏教信仰の

実態の一端 に触れる機会 に恵まれ, また,

ジャカルタ中央博物館図書館 (TheCentral

MuseumLibrary)所蔵の文献によって, 上

座部仏教のインドネシアへの弘通に関する若

干の歴史的事実を確認することができた｡イ

2)利用した統計書 (StatiszikIndone∫ia1975)には
｢宗教別｣(agama)として ｢仏教｣(Buddha)が

掲げられており,本稿の数値はこれによった｡
一般に東南アジア諸国の宗教統計で,｢仏教｣
という場合,上座部仏教徒と中国系仏教徒を分

ける場合(例 :1960年以前のタイ国国勢調査)と,

両者をあわせて集計する場合 (例 :1970年以後
のタイ国国勢調査)とがあるO中国系の ｢仏教
徒｣は同時に儒教徒であり道教徒でもあるいわ

ゆる ｢三教｣の信奉者であるため,場合によっ
ては｢仏教徒｣ともされ,｢儒教徒｣とも取り扱
われることがある｡インドネシアの1975年統計
の場合には, ｢仏教｣ (Buddha)のはかに ｢儒
教｣(KongHuCu)の信者数として972,113人

(総人口の0.82%)が掲げられているので,こ
こでいう仏教徒とは,(1)pribumi仏教徒と,(2)
peranakanのうち,とくに仏教徒であると表明

した者ないし仏教徒と認められた者の双方を含
むものと考えられる｡
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表 3 州別仏教徒人口
(出典 :StattszikIndonesia1975に基づき作成)

州 名 (Propinsi)

SumateratJtara

D.K･Ⅰ･Jakarta

Jawa･Tengah

Ja.waBarat

JawaTimur

Riau

SumateraSelatan

D.Ⅰ･Yogyakarta･

SulawesiSelatan

Lampung

Bali

D.Ⅰ.Aceh

NusatenggaraBarat

Sumateraliarat

KalimantanSelatan

SulawesiUtara

Others

合 計

仏教徒数(人)･'7;I;:i)ヒ対人口百分比(%)

三 二号 二…--i

11･092,3141100･001 0･92

ンドネシアにおけるいわゆる ｢仏教復興｣(後

述参照)の動きは,この国における ｢神智学

協会｣(TheosophicalSociety)の活動と密接

に関係 しており,とくに初期の段階において

そうであるため,神智学協会のインドネシア

における活動についての歴史学的研究の蓄積

が不十分な現状においては,多 くの不明な点

を残さざるを得ないが,とりあえず,現在の

段階で確認 し得た事実のみを記 して,将来行

われるべき本格的なインドネシア上座部仏教

史研究のための備忘としたい｡

Ⅰ 戦前の ｢仏教復興運動｣

20世紀インドネシアにおける ｢仏教復興｣

には,おおよそつぎの 4種の人びとが関与 し

ていたとみることができる｡

第 1は,オランダ人を中心とする ｢神智学

協会｣の関係者たちである｡1901年 6月のス

マランにおける 『蘭 印神智学月 報』(Theo-
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∫oj∫√/iMaa71dbZadvanNederZand.rch-Zndz'k.)

の創刊,および1907年と推定されるボゴール

(当時の Buitenzorg)における 『インドネシ

ア神智学報』(PezeJartaTheo∫ojeboeathdo-

ne∫2'a)の創刊3)という事実によって,われわ

れはインドネシアにおける ｢神智学協会｣の

活動が,すでに今世紀の初頭においてジャヮ

で開始されていることを知ることができる｡

そもそも神智学協会と仏教との実践的かかわ

りは,1880年 5月,同協会の創設者オルコッ

ト大佐 (ColonelHenryS.0】cott)と,プラヴ

ァツキー女史 (MadameHelenP･Blavatsky)

のふたりがセイロンを訪問 したことに始まっ

た｡4)とりわけオルコット大佐のセイロン仏

教復興-の貢献には目覚ましい もの が あ っ

た｡ かれは1880年以来, その死に至るまで

の27年間,ほとんど毎年のようにセイロンを

訪れ, その 当時 キ リス ト教 の文化的支配に

抗 して伝統的な仏教文化を再興 しようと努力

していたセイロン仏教僧の活動を支援 してい

る｡5)

セイロンにおけるオルコット大佐の場合に

は, 300年にわたる異教徒の植民地支配の結

果,息も絶えだえとなっていた仏 教 サ ンガ

香,上座部発祥の地に再興するという大義名

分が,かれの "anti一missionarymissionaryH

としての情熱をかき立てた｡ ｢われわれこそ

は,仏教を敵視 し中傷 して止まぬかの ミッシ

ョナリーたちの面前で,あえて仏教の徳を讃

美 し,仏教の与える心の安 らぎを讃えて止ま

3)土屋健治氏の御教示による｡なお 『インドネシ
ア神智学報』の創刊年次は,披見し得た同誌
1929年4月号のコピーに,第22年第4号とある
ところから逆算して推定したものである｡

4)｢神智学協会｣については,さしあたりBesant,

A.[1958]および Anonymous[1951]参照のこ
と｡またオルコットについては,HowardMur･

phetによる伝記 [Murphet19721がある｡

5)セイロンにおける神智学協会の仏教復興-の貢
献については Malalgodal1976]の PartTwo

を参照｡

ぬ最初の白人旗手であったのだ｣と,オルコ

ットはその日記の中に自己の役割を感慨をこ

めて記 している [01cott1954:165]｡ しか し

仏教が滅んですでに数世紀を閲 し,わずかに

各地に残された過去の遺構によって往時の繁

栄を偲ぶにすぎなかったインドネシアにおい

ては,神智学協会の ｢仏教復興｣も,おそら

くは一部知識人エリー ト層の知的関心を誘う

にすぎなかったものと思われる｡ともあれ,

すでに1918年ごろには,ボゴールの神智学協

会支部においてブッダの生誕,成道,入滅を

記念するヴェ-サカの祝祭が催されていたと

いわれている｡6)下って1930年になると,求

ロブドゥ-ルにおいて ｢インドネシア神智学

協会｣(PerhimpunanTheoso丘Indonesia)主

催のヴェ-サカ祝祭が行われたという記録が

現われる [BukuPeringatann.d.:35]｡ 現

在のところ,このころまでの イ ン ドネ シア

theosophistの仏教に関する活動 について,

これ以上の状況はわか らない｡今後は,前述

した神智学協会の機関誌などの検討により研

究がさらに進展することが期待される｡

さて,インドネシアにおける初期の仏教復

興運動に関係 した第 2のグループは,ビルマ

の タ トゥンに本部 を 置 く ｢国際仏教宣教協

会｣(TheInternationalBuddhistMission,

Thaton,Burma)であった ｡7) 同協会の イン

ドネシア,とりわけジャワにおける活動の中

心的人物はオランダ人 ファン･ディーンス ト

(JosiasvanDienst)であった｡1929年 7月,

か れ の手 に よって ｢ジャワ仏教伝道協会｣

(AssociationforthePropagationofBud-

dhisminJava)がバクヴィアにおいて設立さ

れた｡ ファン･ディーンス トによると,この

協会への入会希望者の中には,仏教徒-の改

宗を公に表明せず,単に仏教について学ぶ冒

6)後述する ¶oaHinHoay女史よりの聴き取

(1979年5月30日,ジャカルタ)による｡
7)以下の記述は r〟β1933:17-18】による｡
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的で入会する者が多かったため,実態に別 し

て会の名称を変更することとし,同年末,｢ジ

ャワ仏教会｣ (TheJavaBuddhistAssoci-

ation)と改称 して再発足したという｡協会員

には ｢正会員｣(Leden)と ｢準会員｣(Aan-

geslodenen)の区別があり,前者は仏教徒で

あることを公に表明した者 (diezichopenlijk

Boeddhistverklaarden),後者は仏教 につい

てより深 く学 ぶためまず会 員 とな り (die

zichal】eenaansloten)やがてよき ｢同調者｣

(belangstellenden)となることが期待 される

者であった｡同協会にこのような ｢準会員｣

の制度がもうけられていたことは,ジャワに

おける宗教状況,とりわけ abangan知識層

の宗教意識を知る上で興味ある素材を提供 し

ているように思われる｡

1932年 2月,｢ジャワ仏教会｣は,前記 ｢国

際仏教宣教協会｣(Ⅰ.B.M.)の蘭領インドに

おける正式代表機関となり,ファン･ディー

ンス トは, Ⅰ.B.M.の DeputySecretary-

Generalの資格で蘭債インドにおける仏教布

教の責任を負うこととなった｡1933年 9月に

は, 同協会からオランダ語の機関誌 Nama

Buddhayaが,ボゴールで創刊された.同誌

の創刊号は32ページ立てで,｢ダンマパダ｣

の抄訳, ｢五戒｣ の解説, ファン･ディーン

ス トの講演要旨などが掲載されている｡しか

し,結局 3号の雑誌と1冊のヴェ～サカ特別

号8)を発行しただけで,1934年に廃刊されて

しまった｡ その理由は1934年 7月に内部的事

情で ｢ジャワ仏教会｣ が解散 した ことに よ

る｡91

｢ジャワ仏教会｣に代ってジャワにおける

-81 netBoeddhism caZswere/dbe∫chouwzn.,0-,mJraaZ

e71rC/なie.doorBoeddh.Pres.W.Josiasvan
Dienst.1934･Batavia･この小冊子には, NB
の第2年第1号である旨の注記が入っている｡

9)この間の詳細な事情については DDNI[1
(Aug.,1934):1-2]および174D[29(Aug･,I1934):
1110-1112]参照｡
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仏教布教の推進組織としてもうけられたのは

｢ジ ャワ中央仏教研究所｣ (HetCentraal

BoeddhistischInstituutvoorJava)であっ

た｡しかしこの研究所は,1934年の8月,9

月の2回,機関誌と銘うった4ページ立ての

小冊子 (DeDhamma 2'n NederZandsch-

hd2'5)を発行 したこと以外,その活動状況は

わかっていない｡

インドネシアにおける仏教復興運動におい

て,もっとも象徴的役割を演 じた人物として

第 3に取り上げなければならないのは,セイ

ロンの憎ナ-ラダ長老 (Rev.NaradaThera)

である｡今日,インドネシア語で書かれてい

る大方の文献は,同長老が1934年 4月に,初

めてジャワ島を訪問したことをもって ｢仏教

復興｣(kebangkitankembaliaga-aBuddha

dilndonesia)の開始の時としている｡10)

ナ-ラダ長老は,1898年 7月14日セイロン

に生れた,アマラプーラ･ニカーヤ派の僧侶

で,かれ自身も ｢神智学協会｣の同調者であ

る｡1933年の末,インドのマ ドラス州アジャ

ールにある神智学会本部で協会 の年次大会

(AnniversaryConvention)が開催された際,

同長老はたまたま同席 した在インドネシアの

theosophistから, ジャワにおける仏教復興

の状況を聴き,かれらの択碑によってジャワ

島訪問を決意 したという｡11)

ナ-ラダ長老は1934年 3月 4日バクヴィア

に到着,同月24日ジャワを去るまで20日間に

わたり,きわめて精力的にジャワ各地を旅行

し,仏教講演を行なっている｡ 同長老の事跡

として今日もなおインドネシアの仏教徒の間

に語 り伝えられているのは,同年 3月10日,

ボロブ ドゥ-ル遺跡の境内において同長老の

手によって行われたボダイ樹 (pohonBodhi)

10)たとえば,Widyadharma[1977a:71や Buku
Peringatan[n.d∴35]など｡
ll)チ-ラダ長老からの聴き取り(1979年5月31日,
ジャカルタ)による｡
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の植樹である [Widyadharma1977a:7]｡植

樹式には,ジョクジャカルタ神智学協会々長

(presidentTheoso丘sche-vereenigingDjokja)

ほか数名の theosophistとその同調者が立ち

会っている｡

ナーラダ長老のジャワ来訪は,ジャワでの

仏教復興 を願う関係者12) にとって画期的事

件と考えられていたらしく,たとえばマレー

語の宗教雑誌 Moe∫12'haDharma(後述)は

1934年 4月号を ｢ナ-ラダ長老特集号｣(Na-

radaTheraNummer)とし,同長老のジャワ

島における活動を詳細に報道している [MD

25(Apr.,1934):919-925]｡ この記録によっ

て,われわれは当時のジャワ島における仏教

信仰の状態についてのひとつの手がかりを得

ることができるOナ-ラダ長老は,ボゴ-ル

を中心に,バタグィア,バ ンドン,ジョクジ

ャカルタ,ソロの各市を訪れ,それぞれの神

智学協会において講演を行なっているが,あ

わせて各地の中国寺院に立ち寄り,中国系仏

教徒の前で仏教に関する講演を行なっている

のが注目されるoたとえば,ボゴールの Hok

TekBio,バンドンの KlentengBandoeng,

ソロの KlentengTinKokSih,バタヴィア

の KlentengKwanlmTongなどがそれで,

バ ンドンでは 1,000名に上る聴衆を集 めた

が,その大部分は中国人 (bangsaTionghoa)

であったという｡すなわちこれは,ジャワに

みられる1930年前後の ｢仏教復興｣が,(1)

オランダ人を中心とする theosophistにおけ

る仏教志向と, (2)在住中国系住民の複合的

12)当時のジャワにおける仏教関係者が,オランダ
人を中心とする白人と,中国人,インド人およ
びインドネシア人から成っていたことは,仏教
徒協会の役員の構成に示されている｡ すなわ

ち,1名の白人会長の下に,それぞれ中国人
(bangsaTionghoa),インド人 (BritischIn°ier)
およびインドネシア人 (Indonesier)を代表とす
る3名の副会長が置かれていた [jl,21)25(Apr.,
1934):924]｡

信仰形態の中における仏教的要素との結合に

よってもたらされたことを示 しているものと

いえよう｡ そこでつぎに,｢仏教復興｣運動に
関与 した第 4の,そして今日に至るまでもっ

とも持続的な影響を残した人物として Kwee

TekHoay(以下, かれ白身の用法にしたが

って K.T.H.と略称する)について触れな

ければならない｡

K.T.H.は, 福建系の peranakar)とし

て,1886年ボゴールに生れた｡13)当時のpera-

nakanの多 くがそうであったように,かれは

福建語が話せず,マレー語(bahasaMvelaioe)

を母国語として育った｡少年時代,伝統的な

中国式の教育を受けたが,教師の保守的態度

になじまず,英語,オランダ語,フランス語

を自習して欧米の文献を読み,これらの読書

を通して東洋の思想と宗教に触れた｡14)その

興味の幅はまことに広 く,仏教,儒教,道教

という中国人のいわゆる ｢三教｣のほか,辛

リス ト教,イスラーム教, ヒンドゥ教からア

ラビア,ペルシャの思想 ･文学に及んでいる｡

早 くから ｢中華会館運動｣(TiongHo乱Hwe

Kwan の頭文字を取ってふつう T.H.H.K.

と略称される)に共鳴し,長 く同会館のボゴ

ール支部長をつとめた｡かれは当初1910年に

バタグィアで創刊 された peranakanの新

聞 くSz'72Po)に寄稿していたが,やがてその

論調に批判的 となり, 1926年, 自ら週刊誌

Panoramaを創刊 した. この雑誌は ｢諸民族

のための週報｣(Soeratkabarminggoean

boeatsegalabangsa)と副題されているとお

り,古今東西の文化文明を幅広 く紹介 してい

る｡ K.T.Il.は ｢神智学協会｣の思想に共

鳴して熱心に活動し,後年,同協会からThe

StaroftlleOrientという功労章を受けた ｡15)

13)漢字名は,郭徳懐｡以下の履歴は主として
Suryadinata[1978:63-64]による｡
14)¶oa女史よりの聴き取りによる｡
15)¶oa女史よりの聴き取りによる｡
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この事実から,かれもまた ｢神智学協会｣の

仏教志向の影響を受けたであろうことが推定

され る｡ しかし,peranakanであるかれに

は,同時に-中国人として,自己の生れ育っ

た文化の一部としての仏教があった｡かれの

思想遍歴の中で,仏教がいつごろ中心的関心

事となったかをあとづけることは困難である

が,SirEdwinArnoldの TheLz'gAtofA∫2'a

(1879) や, PaulCarusの TAeGosAeZof

Buddha(1897)によって原始仏教の一端に触

れたことを後年の著作によってうかがうこと

ができる[K.T.H.1931:ⅩⅠⅠ]｡かれが1927

年末のPanoramaに寄せた ｢仏教｣(Agama

Buddha)と題する一文の中のつぎの一節は,

かれの仏教的自覚の過程を示す言葉として興

味深いものがある｡

｢真の仏教 (AgamaBuddhajangbetoel),

すなわち泉から湧き出たばかりの清水のよう

に清浄な仏教とは, [世の人が仏教 という言

葉か ら連想 するあの]シナ寺とそこに立ち並

ぶ仏像 ･神像やそれにまつわるさまざまの儀

礼とは,まった く無縁の存在である｡ それは

人間に永遠の幸福と満ち足りた心を得さしめ

る道を示す教えである｣[Panorama55(31

Dec.,1927):465]｡

この一文を書いたのち, K.T.H.は6年

にわたって Panorama に仏伝を連載してい

る｡マレー語をもって書かれた最初の仏伝と

注記されるこの作品は,1931年から1933年に

かけて, H2'hajatPengh●doe2andanPeZad-

jaranBIEddhaGautama全10冊としてバク

ヴィ了で出版された｡

K.T.H.の幅広い興味は, このころから

明確に宗教に向かって収赦 し始めたようであ

る｡1932年,かれはPanoramaを,ライデン

大出身の弁護士で政治に関心をもった Phoa

LiongGieに譲渡し,自らはもっぱら宗教と

思想を取り扱 う2種類の月刊誌を新たに発刊

した [Suryadinata1978:63]｡そのひとつが
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1932年 4月創刊の Moe∫t2'haDharmaであ

る｡この雑誌は表粛引こ漢字で ｢聖教月報｣と

いう文字が入れられているため中国語の雑誌

と間違えられることがあるが,用語はすべて

マレー語である｡ 副題にMaandbladtentang

Agama,KabatinandanPhilosofieとあると

おり,世界の各宗教,思想の紹介が中心であ

る｡『大学』,『中庸』,『老子道徳経』,『バガ
ヴァッド･ギータ』,『ルバイヤット』など古
典の翻訳, 仏教, キリス ト教, イスラーム

敬,古代ギ リシャ宗教の紹介,タゴールなど

東洋の詩人の作品解説,神智学思想の紹介な

ど,力点はもっぱら東洋に置かれている｡驚

くべきことは無署名の論説以外に,毎月かな

らず 2,3篇以上の論文を,K.T.H.自らが

執筆 していることで, ｢暇さえあれば机に向

かって筆を走らせていた｣ という令嬢 Tjoa

HimHoay女史の証言も首肯できる精力的な

文筆活動である｡

1934年10月, K.T.H. は, Moe∫12'ha

DAarma と並行 して, もう1冊の月刊雑誌

SamKauwGzeJatPo(三教月報) を創刊し

た｡これもまた誌名までが中国語であるにも

かかわらず,内容はすべてマレー語である点

に注意を要する｡副題にみえるとおり,本誌

は ｢バクヴィア三教会｣(Sam Kauw Hwe
Batavia)と ｢バクヴィア仏教協会｣(Batavia

BuddhistAssociation)の機関誌を兼ねてい

た｡16) K.T.H.は両組織 のいずれにおいて

も中心的役割を果たしていた模様である｡前

者はナ-ラダ長老のジャワ来訪を機として,

peranakanの宗教的自覚と結束を促進するた

めに1934年 5月に設立された団体で,その後

全国的に拡大 して今日に至っている｡後者の

16)表紙に OrgaandariSamKauwHweBatavia
danBataviaBuddhistAssociationの文字がみ
える｡のち, これに MenadoとTelokbetong
のSamKauwHweが加えられた.なお,1941
年 1月号以降Telokbetongの文字が消え,両組
織ともBataviadanMenadoとなっている.
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創設の時期は不明であるが,1934年8月には

すでに活動していることが文献的に立証でき

るので,17)前者とほぼ同じころと考えて大き

な誤りはあるまい｡ボゴールを中心とする神

智学協会の仏教運動の白人優位に対抗する立

場から,K･T･H･を中心とする peranakan

仏教徒の始めた運動であると もいわれて い

る｡ ちなみに ｢バタヴィア仏教協会｣の書記

として事務局の運営にあたったのは K.T.H.

の令媛 TjoaHinHoay女史である.1B)ボゴ

ールの ミッションスクール出身の Tjoa女史

は英語に堪能で,神智学協会関係者との連絡

はもっぱ ら女史の役目であったという｡,

Moe∫tz'haDharmaは1941年末まで続いて

廃刊された｡SamKauze}GzeJatPoも1942年

1月,第88号をもって廃刊されている｡おそ

らくは日本軍の南方作戦の開始と関係がある

と思われるが,事実の解明は今後の日本軍政

における対 peranakan宗教行政の研究の進

展をまたなければならない｡

インドネシア,とりわけジャワにおける仏

教復興という文脈で K.T.H.の活動を眺め

る時,つぎの四つの特徴を認めることができ

る.第 1に,ボゴールを活動の本拠としてい

たかれの動きが,同 じくボゴールに本部を置

17)DDNJ[1(Aug.,1934):21には, Buitenzorg
BuddhistCircle ならびに TheIIlternational

BuddhistAssociation とともに TheBatavia

BuddhistAssociationの活動が紹介されているo
これによると定例の集会が毎週木曜日の晩,バ
クヴィアのManggaBesarの観音堂 (KwanIm
Tong)で開かれていた｡なお,上記 Buitenzorg
BuddhistCircleの成立の由来などについての
詳細は不明であるが,集会の場所はナ-ラダ長
老も訪問した Iio【k】TekBioであった｡,

18)同女史の略歴については Suryadinata[1978:
176-1771参照｡同女史は Ny.VisakhaGuna-
dharmaの筆名で,現在 (1979年 5月)もなお,

インドネシア語による仏教布教活動のため健筆
をふるっている.訳書にAnehaCeritaBuddh-∫
(1978.Jakarta.)などがある｡

いた神智学協会を中心とする白人の宗教的活

動と密接に関係 していたことである｡ これは

かれが神智学協会から功労章を受けたことに

もよく示されている｡

第 2に,それにもかかわらず,かれはこれ

らの白人から独立して,独自に仏教運動を展

開しようと したことである｡ BataviaBud-

dhistAssociationの創設はこうした志向の現

われとみられよう｡

第 3に, かれが中国文化を背景と して生

れ育った peranakan として,かなり早 くか

ら仏教に関心を抱いて いたことで ある｡ し

かしかれが求めた仏教は, 在来の中国寺 院

(kelenteng)で行われていた儀礼中心 の中国

仏教ではなく,自らの努力によって ヨーロッ

パ語の文献を通 して理解 した原始仏教であっ

た ｡

第 4に,にもかかわらず,peranakanの知

的指導者 ･組織者としての K.T.H.は,中

国宗教に伝統的にみられる複合性 (儒教 ･仏

教 ･道教)を許容 している｡ この点は重要で

ある｡なぜなら, K.T.H.の指導によって

推進された仏教運動におけるこの ｢中国的複

合性｣は,現在のインドネシア仏教界がかか

えるいくつかの問題にも深 くかかわりをもっ

ているか らである｡

すでにみたように,オランダ人 らを中心と

する神智学協会関係者の出版活動は,仏教に

関するかぎり1934年前後のごく一時期で終っ

ている｡これに対 して K.T.H.の文筆によ

る仏教普及活動は,1926年以降一貫 して続け

られ,戦時中の一時期を除き,1952年かれの

死に至るまで継続 して行われている｡ しかも

かれの残 した遺産は今日の多様な仏教運動の

中に,多様な形で継続されているのである｡

その意味において,1952年以前におけるイン

ドネシア仏教史研究は,まず K.T.H.研究

から始められなければならないであろう｡
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Ⅱ 戦後のイン ドネシア仏教の歩み

KweeTekHoayは1952年 7月 4日,ジャ

カルタで逝去 した｡享年66才であった｡かれ

の死はインドネシアの仏教運動における指導

者の世代交代を意味している｡ かれに代って

新たに登場 した リーダーは,同じく perana-

kan で ボゴールの人 TheBwanAn(Tan

BwanAn,BuanAnという綴り方 もある)で

あった｡The】∋wanAnの初期の経歴につい

ては不明な点が多い｡オランダの Groningen

大学に留学 して物理学を修め magnacum

laudeで学士号を得て帰国したといわれるが

[Bakker1976:149],一説には工学を学んだ

ともあり [Willmott1960:25礼 いずれかは

っきりしない｡帰国後かれはジャカルタの高

校教師となった｡かれがその後どのような経

緯で peranakan社会の宗教的指導者となり

得たかについては一切 わかって おらず, す

べて今後の検討にまたなければならないが,

1952年, かれは全国の Sam Kauw Hwee

を統合 して, ｢三教会｣ の全国組織 であ る

GabunganSamKauwIndonesialG.S.K.I.

と略す｡ 中国名は印尼三教聯合食]を結成

し,その会長となっている｡19)そして同会の

機関誌として Tn'Budayaがジャカルタの同

聯合食本部から刊行されることになった｡20)

19)G.S.X.Ⅰ.の結成の正確な時期は不明だが,仏暦
2496年すなわち西暦1952年のヴェ-サカを記念
する小冊子 [GSKI1952]が G･S･K.Ⅰ.の名で発
行されていることを考えると,同聯合食の結成
は,1952年のヴェ-サカの月,すなわち同年5
月以前であった確率が高くなる｡もしこの推定
が正しければ,G･S･Ⅹ･Ⅰ.の結成はK.T.H.の生
前ということになり,同会の結成の推進者が,
果たして TheBwanAnであったかどうかは軽
軽に断定できなくなる｡なおBukuPeringatan

[n.d∴35]が G.S.K･Ⅰ･の結成の年を1953年とし
ているのは誤りであろう｡

20)同誌の発行責任者は,副会長の¶oaHinHoay

女史であった｡
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翌1953年, TheBwanAn はビルマに渡

り,ラングーンの ViharaMahasiにおいて

修行を積み,MahasiSayadaw(AggaMaha

PanditaBhaddantaUSobhanaMahathera)

によって得度を受け, AnagarikaSthavira

AshinJinarakkhitaThera (以下, Ashin

Jinarakkhitaと呼ぶ)という称号を得て,2年

後の1955年インドネシア-帰った [Loc.cZ't.;

Bakker1976:149;BukuPeringatann.d.:

15-17;Widyadharma1977b:12]｡Mahasi

Sayadaw は供想法 に優れた高僧として知 ら

れた人物で,各国から同師の許 を訪 れ る修

行者が多かったといわれ る [Widyadharma

1977b:16]｡ したがって, AshinJinarak-

khitaの主たる関心 も,院想法の修行におか

れていたものと考えてよいだろう｡この点,

現代インドネシア仏教にみられるくmeditasi〉

重視の傾向との関連において指摘しておきた

い｡

AshinJinarakkhitaがビルマに渡った1953

年は,前年に始まったインドネシアの仏教の

リバイバルがさらに加速された年である｡こ

の年のヴェ-サカは,G.S.K.I.の会員によ

って, 仏教復興 ゆか りの地ボロブ ドゥ-ル

において祝われ, 史上初 めて 5色の ｢仏教

旗｣(PandjiliuddhisSedunia)が掲揚された

lBukuPeringatann.d.:35]｡ この年には,

また インドネシアにおける在家仏教徒 の団

体である Persaudaraan Upasaka-Upasika

Indonesia(P.U.U.I.)がジャカルタで結成

されている｡ P.U.U.Ⅰ.はその後各地に拡

大 し,数年後にはメダンからマカッサルに及

ぶ全インドネシアの45都市に支部が置かれる

までに発展 した｡

1954年12月にラングーンで開催された ｢世

界仏教徒会議｣ に出席 したの ち帰国 した

Ashin Jinarakkhitaは,Sam Kauw Hwee

を代表する仏教伝道者として精力的に各地を

旅行 して講演を行なった｡たとえばスマラン
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の例をみると,1955年の春だけで数回の仏教

講演会を,華僑会館,神智学協会講堂,中国

寺院などで開催 し,また限想法の指導を行な

っている｡ こうした活動の結果, 6人のイン

ドネシア人とふたりの女性を含む11人の中国

人が同師 の弟子 となった という [Willmott

1960:252]｡ Willmottは, AshinJinarak-

khitaの魅力をかれの若さ, おだやかではあ

るが確信に満ちた明快な表現,内面的な静寂

をたたえた容貌,そして世の名利を捨てて清

貧の生活に入ったという事実にあるとしてい

るが [Ibz'd.:252-253],この点は今 日同師を

批判する人びとの問でさえ認められている｡

1956年と1957年の両年は,南方上座部仏教

徒にとって記念すべき ｢仏紀 2500年｣ の祝

賀行事が各国で催された年である｡21)｢過去
5世紀の問,仏教はインドネシアで眠り続け

ていた｡ いまこそ覚醒の時である()｣Ashin

Jinarakkhitaはかれの著書の中でこう書いて

いる [Bakker1976:149]｡ この年かれはス

マランの近 くに2寺 を建立 し, それぞれを

Wihara Buddha Gaya,Wihara Buddha

Jayantiと命名した [Loc.cl't.].22)後者は同

年ラングーンで開かれた仏紀2500年の祝典の

名 BuddhaJayantiにちなんだものである0

1957年 2月12日,スマランにおいて ｢スマ

ラン･インドネシア仏教会｣ (Perllimpunan

BuddhisIndonesiaSemarang)が結成され

た 【BukuPeringatann･d･:35]｡また同年 5

21)計算法によって1年のずれがある｡ビルマ,セ
イロンでは1956年が,タイ,ラオス,カンボジ
アでは1957年がそれぞれ仏暦2500年にあたっ
た｡前者では4月24日が,後者では5月13日が
それぞれヴェ-サカの日にあたったので,この
日を中心として盛大な行事が各地で催された｡
インドネシアの仏暦計算法はセイロン風なの
で,1956年が仏暦2500年とされた｡

22)ただし,同書には BuddhaGayaを Bodhgaya
としているが, TB[32(Sept.,1956):13]にし
たがい実際に現地で用いられている綴り字に訂
正した｡

月には,前年の同月から開かれて いた 2500

BuddhaJayantiの終結宣言と, G･S･K･Ⅰ･

の大会 (Kongres)が, 同じくスマランで開

かれている [TB 38(Mar.,1957):5;TB 41

(Djuni,1957):19]｡いずれもAshinJinarak-

khitaの指導によるものであり,当時かれの

布教の重点がスマランに置かれていたことが

わかる｡

翌1958年 2月,セイロンからナ-ラダ長老

が久々にインドネシアを訪れた｡同長老はこ

の来訪の機会に,スマランの Kassapに建立

されたVihara2500の献堂式に立ち会ってい

る [TB 52(Mei,1958):8]｡同年の末には,

同じスマランのWatugong,Ungaranにある

前記 WiharaBuddhaGayaで,インドネシ

ア仏教会 (PerhimpunanBuddhislndonesia･

一般に Perbuddhiと略称される)の第 1回

大会が開催された｡ この大会には, Medan,

Jakarta,Bandung,Semarang,Ungaran,

Magelang,Purwore]O,KutoarJo,Piji,Wo-

nosobo,Parakan,Ngadirejo,Yokyakarta,

Solo,Madiun,Blitar,Surabaya,Lasem,

Rembang,Pati,Makassar,Singarajaの各地

から代表が出席 している [BukuPeringatan

n.d.:35]｡ この リス トによって われわれは

仏教復興の波動がすでにジャワを越えて,ス

マ トラ,バ リ,マカッサルなどにも及んでい

る状況を知ることができる｡こうした動きは

翌1959年のヴェ-サカに至って最高潮に達す

る｡ この年の 5月15日か ら29日にかけて,

Perbuddhiと G.S.K.Ⅰ.の共催で,ラオスを

除 くすべての上座部仏教国か ら高 僧 を招 哨

し,インドネシア政府代表と仏教国の大使臨

席の下にボロブドゥ-ルにおいてヴェ-サカ

の祝祭が挙行 された｡ セイロンからは ナ-

ラダ長老, ビルマか らは マ--シ･サヤ ド

-,タイからはプラウィサーン･サマナクン

長老 (phraVisalsamanagun),カンボジアか

らは ソムダェッ ･チョウン･ナ- ト大長老
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(SomdachChounNathMahathera)がそれ

ぞれ出席 している [TB65(Djuni,1959):5]O

インドネシア現代仏教史の研究上見逃す こ

とができないのは,招晴を受けたこれ ら各国

の高僧 たちの手によって, Vihara2500に

HSimaInternational"と名付ける戒壇が もう

けられ,そこで得度を受けることが可能とな

ったことである｡23)最初にこの地で比丘にな

ったのは,G.S.K.I.の副会長の地位にあっ

た Tangerang出身の peranakan,OngTiang

Biaw であった｡ この時,さらに2名のイン

ドネシア人がサーマネーラとして出家 してい

る｡

この年の前後にインドネシアの各地におい

てみ られた仏教復興の動きについて,Bakker

はまず新寺院の建設を指摘 している｡ スマ ト

ラのパ レンバ ンに建て られた WiharaDhar-

makirti,スラカルクの WiharaPrajnapara-

mita,ジョクジャカルタのWiharalndraloka,

バ リ島シンガサ リの WiharaBuddhaなどが

その一例である｡つぎに注 目されるのは大量

改宗で,東部 ジャワのプロモ山麓に住む古代

ジャワ仏教徒の後商を対象として布教 した結

果,30カ村98,000人の村民が仏教徒となった

という [Bakker1976:150]｡

このように1950年代の末ごろには,インド

ネシアの仏教界に大きな進展のあとがみ られ

るが,同時に1963年か ら65年にかけて,各地

に新 しい団体結成の動きがみ られるなど,仏

教徒の間に分裂のきざしも現われ始めたこと

が注 目される [Widyadharma1977b:13]｡

この傾向に拍車を かけたのは 1965年に発生

した 9.30事件以降の政治状況で ある｡ この

時期の政治状況と仏教 との関係については専

門家によってさらに厳密な検討が加え られる

まで断定は差 し控えたいが,さしあた り ｢無

神論者｣(ateis)の存在が許されな くなり,｢パ

23)この時の模様については TB[66(Djuli,1959):
6-7]に写真入りで解説されている｡
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ンチャ ･シラ｣の第 1条にいう ｢唯一神の信

仰｣(Ke-TuhananYangMahaEsa)に基づ

かぬ 宗教は, 法的な意味 における ｢宗教｣

(agama)とは認められな くなったという状況

の重要性を指摘 しておきたい｡なぜなら,そ

の後今 日に至るインドネシア仏教各派の対立

抗争は,そのほとんどが Ke-TuhananYang

MahaEsa あ るい は TuhanYangMaha

Esaの解釈をめ ぐって発生 しているか らであ

る｡24)

くKe-TuhananYangMahaEsa)の問題が

インドネシアにおける宗教の存在にとって,

政治的にきわめて重要な問題となるという可

能性 についての見通 しを,AshinJinarak-

khitaがいつの時点で立てたのかを知ること

は手許の資料だけでは不可能であるが,25)か

24)Ke-TuhananYangMahaEsa は しば しば
TuhanYangMahaEsaの問題としても語られ
る｡いうまでもなく前者は ｢唯一神の信仰｣で

あり,後者はその信仰の対象 としての ｢唯一

神｣を指す｡一神教にとっては自明なこの区別

が,後述する上座部仏教徒にとっては別個の意

味をもち始めている点に注意したい｡ すなわ

ち, Tllhanが人格神を指すのに対し, Ke･
Tuhananは抽象的な ｢神性｣を意味するとし,
したがって,agamaの要件とされているTuhan
YangMahaEsaは必ずしも人格神である必要
性はないのではないかという議論である｡ な

お,上座部仏教にTuhanYangMahaEsaあり

ゃという問題提起に対するひとつの回答は,
1978年8月11日付で公表された宣言Pernyataan
MajelisPanditaBuddhaDha-maIndonesia
(madhzabTheravada)に求めることができるO
ここではMahat-aGandhiの"TheWayofthe
Buddha"という一文を引用しながら, ブッダ
はたしかにabeingcalledGodという観念は退
けたが,むしろそのことによって,かえって神

の永遠性を回復したのであるという議論を展開

して,theravada-ateis説に反論している｡
25)1965年9月30日以後の政治状況に対する中国系
インドネシア人の対応については,C.A.Coppel
の学位論文 "TheIndonesianChineseinthe
Sixties:A studyofanethnicminorityina
periodofturbulantpo一iticalchange" (1975.
MonashUniversity.)がある由であるが未見で
ある｡
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れは早 くも1965年 5月に 『仏教における く唯

一神信仰〉』 (Ke-Tuhanan dalam Agama

Buddha)という小冊子をかれの支持者のひと

りに書かせて出版 している [DhammaViriya

1965]｡26)この本のもっとも重要な部分は ｢仏

教の要点｣(IchtisarAgamaBuddha)とい

う一節で,ここでは仏教が,(1)TuhanYang

MahaEsa,(2)Nabi-Nabi,(3)Kitab2Sutjii

いうインドネシアにおける ｢宗教｣(agama)

の 3要件を完全に満たしていることを強 く世

に印象づけようとしている｡それによると,

まず仏教における ｢唯一神｣ は Sang Adi

Buddha(本祖仏)である｡ つぎに ｢聖人｣27)

については,ゴークマ･ブッダ (Sangliuddha

Gotama)と ｢諸菩薩｣(ParaBodhisattva)の

名があげられ, ｢聖典｣(Kitab2Sutji)は,

(1)｢三蔵経｣(Tipitaka),(2)『ダンマパダ』

(Dhammapada)と, (3)『聖大乗論』(Sang

Mahayanikan)28)の3種であるとしている｡

一見 して明 らかなように,AdiBuddha観

念の導入といい,『聖大乗論』 を ｢~聖典｣ の
ひとつに加えたことといい,上座部仏教の正

統からは明白に逸脱 している｡この逸脱は特

殊インドネシア的な宗教政治状況に対する止

むを得ぬ自衛的対応策であったとはいえ,こ

うした正統上座部の伝統からの逸脱にやがて

不満をとなえる者が出るであろうことはいわ

ば当然であったといえよう｡

こうした状況を背景として AshiIりinarak-

26)序文は4月22日付,印刷の日付は5月3日で,
1,500部刷られたらしい｡

27)Hnabi"はもちろん ｢予言者｣が本義であり,
辞書にも "prophet"としてしか載っていない
が,agamaの要件としての "nabi"を ｢予言
者｣ と訳すのは適当でない｡ここでは李硫憧
(編).『印尼中華大尉典｣(1959.ジャカルタ:
国民書房.275r.)にしたがって,かりに ｢聖
人｣としておく｡

28) 『聖大乗論』については,岩本裕氏による詳細
な解説がある [岩本 1973:273-2751｡なお,
AdiBuddhaについては Dhammaviriya[1965:
9】およびDhammavadi[1971:9-131に詳しい｡

khita とはやや系列を異にするインドネシア

人僧侶が生まれ始めたことは注目に値する｡

1966年には現在バ リ島で布教 を続 けて い る

Girirakkhito比丘 がバ ンコクの W atBen-

Chamabopitで得度を受けた｡翌1967年には

セイロンの ナ～ラダ長老の許で Sumangalo

比丘が誕生 している｡1968年にはバ ンコクの

クマユット派 (ThammayutNikai)の中心寺

院 WatBowomiwetの住職であるプラ ･サ

ーサナソーボン大長老 (phraSasanaSob-

haヮa)が初めてインドネシアを訪れ,それ以

後今 日までに及ぶインドネシアとタイとの宗

教的連帯の基礎を造った｡ 翌 1969年には同

じボーウォン-ウェ- ト寺院から, 4名 の

比丘よりなる布教団 (phraThammathtit<

Dhammadtita)が派遣され,ジャカルタ周辺

地区を中心に活動を始めた｡タイのプラ ･サ

-サナソーボン大長老は,1970年の 5月にも

ふたたび来訪 し,ボロブ ドゥ-ルにおいて 5

名のインドネシア人に得度 を与 えて い る｡

これらの 5名の新比丘 は, いずれも Ashin

Jinarakkhitaの許で サーマネーラと して 出

家 した人びとであった｡29)

南方上座部の中でもとりわけ保守的で戒律

を重視する タイの クマユット派の影響 は,

Adiliuddha観念の導入に代表されるAshin

Jinarakkhitaの ｢非正統的｣仏教に対する批

判を加速することに貢献 した よ うに思 われ

る｡ しか し, AshinJinarakkhita支持派 と

反対派との対立の背後には,両派の複雑な利

害がからまっており,それ らについての正確

な情報が得 られない現状では軽率な判断を下

すことは危険である｡ それゆえここでは,資

料的に確認可能な事実のみを時代を迫って記

録 し,今後の研究の足がかりとするにとどめ

た い｡

1972年 1月12日, Girirakkhito Bhikkhu

29)以上は在ジャカルタのインドネシア人比丘アッ
ガパーロー師の衡教示による｡
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と SubhatoBhikkhu というふた りのインド

ネシア人比丘は, ｢AshinJinarakkhitaの指

導する Maha Sanghalndonesia か ら脱退

する｣ 旨の声明 を発表 した [Widyadharma

1977b:15]｡ これに対 し, Gabugnan Tri-

dharmaIndonesia(G.S.K.I.を改称 した組

織) と Perbuddhi(Perhimpunan Buddhis

Indonesia)は, それぞれ 1月24日と25日に,

かれ らの脱退行為と,かれ らが志を同 じくす

る3人の比丘と5人30) で新たに結成 するこ

ととした Sanghalndonesiaに対 し支持を表

明 した ｡31)この結果,インドネシアには Maha

Sanghalndonesia と Sanghalndonesiaと

いうふたつの比丘僧伽が存在することになっ

た｡

1974年 8月,宗教省 ヒンドゥ教 ･仏教局長

(DirekturJendralBimbingan Masjarakat

Hindu dan Buddha,Departemen Agama

Republik Indonesia)の ｢希 望 に よって｣

(atasprakarsa), これ らふたつの比丘僧伽を

統一 した ｢インドネシア最高サ ンガ｣(Sanga

Agunglndonesia)が結成 された [Zh'd.:16]｡

しか しなが ら, 1976年10月23日, スマ ラ

ンで突如 SanghaTheravadalndonesia が

結成されることによって,ふたたびインドネ

シア比丘僧伽の統一は破 られ る こ とに な っ

た｡32)なお,正確な時期は不明であるが, こ

れと相前後 して, Ashュn Jinarakkhitaの弟

子であった BhikkhuSuryaKarmaChandra

が Sangha Mahayanaを結成 したので,覗

30)BhikkhuJinapiya,BhikkhuGirirakkhito,Bhi-

kklm Jinaratana,BhikkhuSumangalo,Bhikkhu
Subhatoの5人の比丘｡

31)G･T･Ⅰ･が公表した1972年 1月24日付の宣言文
"Declarationofsupporttotheestablishmentor

thenewSanghaIndonesiaundertheleadership
ofBhikkhuJinapiya/Girirakkhito"および1972

年 1月25日付 PerbuddhiChairman 発 The

WorldFellowshipof王!uddbists宛書簡参照｡こ
れらの資料の被兄を許されたアッガパーロー師
に感謝申し上げる｡
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荏,インドネシアには SanghaAgunglndo-

nesia(Buddhayana),33) SanghaTheravada

(Theravada),SanghaMahayana(Mahayana)

という三つの比丘僧伽が存在 していることに

なる｡

こうした状況の下において,インドネシア

仏教徒の統一を推進するため,1979年 5月 7

日, 8日の両 日, ジ ョクジャカルタにおいて

三つ の比丘僧伽 の代表者 と, 在家 7団体34)

の代表が集 って ｢インドネシア仏教徒大会｣

(KongressUmatBuddhaIndonesia)を開催

した｡その結果,問題となっていた "Tuhan

YangMahaEsa"の解釈については, つぎ

32)TheCharterofSanghaTheravadaIndonesia

(Mimeographed).1976年10月23日付で,署名者
は nayakaofthemeetingの資格で Bhikkhu
Aggapalo となっている｡資料を御提供下さっ

たアッガパーロー師に心より御礼を申し述べた
いO なお, TEMPO(May19,1979)参照｡
原文が入手できなかったため, USEmbassy

TranslationPressReviewNo.96/1979(May22,
1979),p･4所収の英訳を利用した｡資料を提供

して下さった中村光男氏に感謝したい｡

33)AsllinJinarakkhita師は,現在,独自の総合仏
教の形成を目指 して, 白派を Theravada と

Mahayana.の別を超えたBuddllayanaであると

している (参照,[前田 1976:8])｡なお,同

師の活動の中心は1971年10月12日の Vihara

Sakyawanaram(釈林禅寺)の開山以来,チパナ
ス (Cipanas)東方の小村 Pacetに移っている｡

同地にはもっとも古い ViharaNagasena と

ViharaAryamularama(本清寺)の3寺がある

(同派の比丘で SanghaAgunglndonesiaの
MabaLekhanadikaraである BhikkhuS.D.

Aryasasana師の徹教示による)0

34)本稿においては在家仏教徒団体について詳しく

論じる余裕はなかったことをお断りしておきた

い｡なお,同 ｢大会｣に出席した在家7団体は

つぎのとおりである｡ MajelisAgamaBuddha

NichirenShoshuIndonesia,MajelisBuddha
MahayanaIndonesia,MajelisDharmaDuta
Kasogatan,MajelisPanditaBuddhaDhamma
lndoncsia(MAPANBUDHI),MajelisPandita
BuddhaMaitreyaIndonesia(MAPANBUMI),
MajelisRokllaniwanTridharmaSeluruhlndo･
nesia(MATRISIA),MajelisUpasakaPandita
AagamaBuddhalndonesia(M.U･A.B･I･)(以
上,宣言書の署名順).
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のような注 目すべき合意が行われた｡35)すな

わち,

(1) すべてのインドネシア仏教諸派は,く唯

一神〉の存在を信ずる｡

(2) すべてのインドネシア [仏教]諸派は
く唯一神〉をそれぞれ異なった 名称を も

って呼ぶが,それらはその本質において

同一である｡

(3) すべてのインドネシア仏教諸派は,他

の仏教諸派によって用いられる表現を尊

重する｡

この合意によって,これまで各派が主張し

ていたく唯一神〉の解釈が,いずれも｢その本

質において同一｣(padahakekatnyaadalah

satudansama)であることが確認され,しか

も対外的には 〈唯一神)の存在を確信する存

在として,｢宗教｣(agama)としての仏教の

立場が再確認されたことになった訳である｡

お わ り に

インドネシア現代仏教の研究は,まだ緒に

ついたばかりであり,また仏教各派の動きも

きわめて流動的であるため,今後とも注意深

くその動向を見守 りながら研究を続けてい く

必要がある｡ 本稿がこうした研究の発展に少

35)原文,以下のとおり｡
(1) Se-uaSekteAga-aBuddhadiIndonesia

berkevakinanterhadapadanyaTuhanYang
MahaEs乱.

(2) SemuaSektediIndonesia,menyebutTuhan

Yang Maha Tisa dengan sebutan yang

berbcda-bedatetaplpadahakekatnyaadalah
satudansama.

(3) SemuaSekteAgamaBuddhadiIndonesia

bersikapmenghormatisehutanyangdiper-

gunakan oleh Sekte-SekteAgama Buddha

yanlain.

(PanitiaNasionalKongresUmatliuddhalndo-

nesia,Ketetapa72-ketetapan dan KePutu∫an-
heputu∫a71Kongre∫UmatBuddhaZndone∫ia,
l'og.γaharta7-8Met1979.Jakarta.1979.pp.

5-6.)

Lでも役立つことがあれば望 外 の幸 せ で あ

る｡なお,本稿の執筆をすすめ数々の貴重な

助言を賜った土屋健治氏,資料の検索に御協

力下さった加納啓良民,インドネシア語の解

釈につき御指導を賜った加藤剛氏,貢重な資

料を提供 して下さった中村光男氏に心よりお

礼を申し上げたい｡36)
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